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内容の要旨および審査の結果の要旨
上部消化器癌の拡大根治手術にさいし、上陽間膜動脈根部のリンパ組織郭漬を行うと、吸収障害優位の
重篤な消化吸収障害が発生する。郭漬術後のリンパ系の形態および機能についての報告は少なく、充分に
解明されてはいない。そこで、実験的にイヌを用いて、上陽間膜動脈根部のリンパ路を遮断する郭清を行
い、その後のリンパ管の状態と小腸の吸収能を経時的に観察し、以下の結論を得た。
1．郭清犬は全例直後より水様性下痢を繰り返した。２週目より少しずつ改善したが、２０週後でも依然と
して軟便であり、脂肪食を投与すると泥状下痢便を頻回に認めた。
２回van'ｓｂｌｕｅ注入後の胸管リンパ液の着色について、１週、２週群共に全く着色は認めなかった。
４週群以降では血管周囲に形成された肉芽組織内間隙を通って流出する再生リンパ管が染色され、胸管
リンパ液にはⅡvan'ｓblueの着色がはじまり、６週群以降には、いずれも対照群と有意差を認めなく
なった。
3．l3II-trioleinの胸管リンパ液中への回収率は郭清後著しい低下を認めた。２週群より徐々に回復し
たが、２０週群でも対照群と有意差を認め完全に回復しなかった。さらに、脂肪の追加によって著しく低
下した。
4．p-aminobenzoicacid,D-xyloseの吸収はともに郭清後１週群で最も低値を示し、徐々に回復
し、２０週群では有意差はなかった。
5．組織学的には郭清後は空腸粘膜の浮腫とリンパ管特に絨毛の中心乳魔腔の拡張は著しく、４週群まで
はリンパの醤滞を認めた。６週群以降では対照群との差は認めなかった。
以上により、腸間膜根部のリンパ郭清後、２週から４週にかけてリンパ管の再生、再開通が始まり、６
週にはほぼ完了する。しかし吸収能の回復はさらに遅れ、リンパ系を介さないアミノ酸と糖質の吸収は２０
週で回復するが脂肪の吸収は20週経過後でも回復しなかった。拡大郭漬術後早期の消化吸収障害の原因の
一つとして、腸管のリンパの篭滞力堵えられ、ほぼ６週目にはリンパ路の再生によって鯵滞は軽減し吸収
能は改善するが、脂肪に関しては充分には回復しなかった。
以上本論文は、消化器癌の拡大郭漬術後における吸収障害の病態の一部を解明し、栄養管理の方針の確
立に寄与する価値ある労作と認められた。
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